
第１１回議会報告会 要望等一覧 

番号 区  分 
対応 

種別 
件     名 

１ 町に対して Ａ 住民懇談会を開いてほしい。 

２ 行政区と町内会 B 町内会が４３あるが、町内会と呼ばない町内会があるのを

ご存知か。 

全部で３ある。自治会と呼んでいる。各町内会に行政推進

員を委託されている。なぜ、全て町内会としないのか。西

当別には、連絡協議会があるが、全体の連合町内会がな

い。 

各行政推進員の報酬から少し出して、３自治会を救えるの

ではないか。 

３ 人口減少対策 A 人口減少問題で、企業誘致に頑張っているが成果がない。 

視点を変えて、太美地区に住宅を建て、老後、家庭菜園で

も楽しめる広い土地を売り出す計画にしてはどうか。 

４ 人口減少対策 Ａ 町は、社会減について真因を掴んでほしい。 

５ まちづくり A 太美地区を核にスイーツ関係の工場を集中的に誘致しては

どうか。 

６ 総合戦略 A 人口２万人の話は、夢物語で、もうちょっと現状を見て、

どうしたら２万人になるのか説明がない。希望的観測で言

われているようにしか聞こえない。もう少し現状を見て具

体的に積み上げる事が必要でないか。 

７ 町のＰＲ A 当別町の良さを徹底的にＰＲし、全道・全国に発信してい

く事が必要である。そのキーワードは、農業を中心とした

自然、長く先輩方が築いてきた教育に対するたゆみない取

り組みがあるのではないか。 

８ 観光 A 都市近郊型キャンプ場を造ってはどうか。利用価値の高い

エリアには、人が集まると思う。 

９ 公共交通（バス） A 道の駅に行くふれあいバスには、ほとんど人が乗っていな

い。 

今後、どのように活用するのか。 

１０ 公共交通（バス） A バスの実証実験だが、札幌は後期高齢になると無料パスが

出てタダである。例えば、７０歳以上の人に無料バス券を

配るとか、調査中にやって見てはどうか。 

１１ 町内会館 B 公共施設の中で、町内会館の修繕について１万円以上の支

出は本来は行政負担である。故障や修繕した時に請求書が

１万円以上であれば、行政が支払ってくれることになって

いるはず。 
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１２ 道の駅 A 道の駅について、低所得者用の店ではないなと感じた。食

べ物にラーメン・カレーライスがない。野菜・農産物にし

ても高い。 

１３ 道の駅 A 道の駅の中庭は広いので、子供たちが遊べる何かがあった

ら、もっと家族連れが気楽に来れるのではないか。 

１４ 道の駅 A 道の駅は、住民からすれば賑やかになり、売上が増えるこ

とは大変良い。運営状況を適宜公表していく事が必要であ

る。 

１５ 空き家の利活用 A 人口減少の歯止めとして、医療大学の学生の移動が大きな

ウエイトを占めている。空き家の利活用の方法があるので

はないか。 

１６ 地域包括ケアシス

テム 

Ａ 国の方針を精査し、当別の実情に沿ったものに。 

１７ ＣＣＲＣ A 人口を増やす端的な方法は、住居を増やさないと人口は増

えない。 

ＣＣＲＣがキーワードでマンション事業やサ高住の建設を

やってはどうか。 

１８ 農業振興 Ａ 農業１０年ビジョン、議会、行政が一体となり確り進めて

ほしい。 

１９ 都市基盤 A 太美に住んで３年になるが、路盤整備がしっかりできてい

ない所が多い。道路の舗装がはがれている。もう少し、排

水や道路の整備をしっかりやって欲しい。 

２０ 都市基盤 B 都市計画税の定義がわからない。18線に面した住宅に下水

道・道路の舗装、歩道がない。町民が訴えているのに行政

は、道や国に交渉すべきではないか。 

２１ 町道 

 

A １７線のバス停には、雪解けの時は大きな水たまりが出来

る。 

このような状態で利用しなさいというのは無理がある。 

２２ 小中一貫教育 A 小中一貫教育について、その中身をもうちょっとはっきり

わかるように何を目指しているか。説明が不十分ではない

か。 

２３ 小中一貫教育 A 小中高大と一貫して当別町で暮らせる、そういう環境をそ

して教育内容を考えてはどうか。 

２４ 町史編さん A １５０年に向けて、町史編さんに役場はどの様な動きをし

ているのか。 
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２５ 議員定数、報酬 Ｃ 現在の議員定数で頑張ってほしい。 

２６ 堀江病院閉院 Ｃ 議員提案と継続審議の請願案件の議会対応の違いについ

て。 

２７ 議会報告会 C 議会報告会はマイクを使わないといけないが、議員さんと

の距離が遠い。ひざ詰めで話が出来る、マイクを使わなく

ても話が出来る様に希望する。 

２８ 議会報告会 C 今回の資料が前回から雲泥の差がある。これを出席者だけ

に配るのではなく、全町民に知ってもらうことで、議会と

町民の距離が縮めることになるので、町内の回覧で活用し

てはどうか。 

２９ 議会に対して C 当別の農業は歴史があり、食糧は必要である。今後ともＴ

ＰＰについては、ＴＰＰイレブンさらにアメリカとのＦＴ

Ａについても注視して頂きたい。 

３０ 特別委員会 C 当別町公共施設に関するあり方検討特別委員会は、何を目

標に立ち上げていて、どこを目指しているのか。 

 

対応種別    Ａ： 町・教育委員会に要望する件 

        Ｂ： 町・教育委員会に回答をもらう件 

        Ｃ： 議会に要望する件 

        Ｄ： 議会で取り組む件 

        Ｅ： 議員個人の活動で取り組む件 

 


